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受託研究（製造販売後臨床試験）契約書に関する覚書
　地方独立行政法人大阪市民病院機構（以下「甲」という）と　●●●●●●　（以下「乙」という）は、西暦　　年（令和　　年）　　月　日付で締結した地方独立行政法人大阪市民病院機構 大阪市立総合医療センターにおける「●●●●（試験課題名）」（以下「本試験」という）の受託研究（製造販売後臨床試験）契約書（以下、「原契約」という）に関し、以下のとおり覚書（以下、「本覚書」という）を締結する。
１．原契約第２１条として下記の条文を追加する。
（反社会的勢力の排除）
甲及び乙は、現在及び将来にわたり、自己並びにその役員及び経営に実質的に関与するものが、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業、総会屋その他の暴力、威力又は詐欺的手段等を用いて経済的利益を追求する団体又は個人（以下併せて「反社会的勢力」という。）に該当せず、かつ、反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有しないことを表明・保証するものとする。
２．甲及び乙は、自己又は第三者を利用して次の各号のいずれか一にでも該当する行為を行わないことを確約する。
（１）相手方に対して脅迫的な言動又は暴力を用いること。
（２）偽計若しくは威力を用いて相手方の業務を妨害し、又は信用を毀損する行為を行うこと。
（３）相手方に対して法的な責任を超えた不当な要求をすること。
（４）その他前各号に準ずる行為を行うこと。

上記の通り合意したので本覚書２通を作成し、甲乙記名押印の上各１通を保有する。
西暦　　　　年（令和　　　年）　　　月　　　日
　　　　　　　　　　甲　　　大阪市都島区都島本通２丁目１３番２２号

地方独立行政法人 大阪市民病院機構　

　　　　　　　　　　　　　 理事長　　　　　　　　清水　貞利　　　　　　 　印
　　　　　
乙　　　（住  所）
　（名  称）
（代表者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
